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ガスケット
厚さ　
[mm]

最大外径
[mm]

ガスケット
係数 m [-]

最小設計
締付圧力　y 
[N/mm2]

最小締付面圧　σ3　[N/mm2] 許容締付
面圧

[N/mm2]水油系流体 ガス系流体

1.5 610 2.75 25.5
14.7 34.3 1502.0 1250 2.75 25.5

3.0 1250注1 2.00 11.0

注1：1枚のシートから加工できる最大の外径です。溶着加工により、1250mm以上の外径のガスケットも製作可能です。

流体 使用可否
水・油・アルコール

使用可
有機溶剤

可燃性ガス
低温流体

不活性ガス・不燃性ガス

アルカリ・酸

条件により使用可能ですが
TOMBO No.1133、9007-
 LC,SCなどの耐薬用途向け
のガスケットのご使用を推
奨します。

TOMBOTM No.1155

クリンシルネクストTM

高温×低クリープ×高強度
シートガスケット
TOMBO No.1155 クリンシルネクストTMは、
従来のシートガスケットから耐熱性を大幅に向
上させ、高温でより長期間の使用を可能にしま
した。水・油・蒸気等のユーティリティ用途で
高い信頼性が期待できるガスケットです。

●優れた耐熱性
PTFEの欠点である高温でのクリープを独自の配合技術
によって小さく抑えることにより、高温下においても優
れたシール性を発揮します。
PTFEを主材とすることで、高温での劣化も少なく、長
期的に安心・安全にご使用いただくことが可能です。

○優れた施工性
従来のシートガスケットに比べて、圧縮破壊強度が高
いため、フランジに施工する際に破壊しにくく、安全
に施工することができます。
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■ 310℃熱サイクルシール試験結果

■ 200℃応力緩和率試験

試験条件

試験条件

試料寸法　　　JIS 10K 25A FR 3.0t

フランジ　　　JIS 10K 25A RF

締付面圧　　　34.3N/mm2

流体　　　　　N2ガス

内圧　　　　　0.98MPa

試験数　　　　n=3

漏れ検知　　　圧力降下法

加熱条件　　　310℃×18時間

熱サイクル数 10サイクル

試験方法 JIS R 3453「ジョイント
シート」応力緩和率試験

試料サイズ 10×32×1.5t 4枚

試験温度 200℃

試験数 n=3

図のデータはn=3の平均値です。
※実測値であり、規格値ではありません。
　測定機関：ニチアス

図のデータはn=3の平均値です。
※実測値であり、規格値ではありません。
　測定機関：ニチアス

注1  JIS B 2490-2008「管フランジ用ガスケットの密封特性試験」解説7項“漏れないことの定量
化”に記載の石鹸水発泡法で検出可能な漏れ量3.0×10-4Pa・m3/sから、試料サイズJIS 10K 
25Aでの漏れ量に換算

※    この評価は加速劣化試験として最高使用温度を上回る310℃で測定しておりますが、310℃
での使用を保証するものではありません。

TOMBO No.1155は耐熱性が高く、300℃でも使用可能。

TOMBO No.1155は高温下でも面圧低下が小さく長期的に漏えいが起こりにくい。
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石鹸水発泡法で検出可能な漏れ量注1（一般的に漏れと判断される漏れ量）
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